
令和３年度事業計画書 

 

１．法人理念 

「至誠一貫」 何事にも常に誠意（真心）をもって対応します 

 

２．評議員会・理事会開催予定 

 

開催日時 会議名 出席者   議   題 

5月 19日（水） 

11:00～ 

 

監事監査 監 事 

理事長 

執行理事 

① 令和２年度事業報告及び計算書類等 

決算報告に関する監査実施 

 

6月 9日（水） 

15:00～ 

第１回 

理事会 

理 事 

監 事 

 

① 令和２年度事業報告及び計算書類等 

決算報告の承認 

② 役員及び評議員候補者の選任 

③ 定時評議員会の開催内容 

④ 令和２年度下半期理事長・業務執行 

理事の職務執行状況報告 

6月 9日(水) 

16:00～ 

評議員選任

解任委員会 

委 員 

監 事 

① 評議員の選任 

6月 23日（水） 

15:00～ 

定時 

評議員会 

評議員 

理事長 

監 事 

① 令和２年度事業報告 

② 令和２年度計算書類等決算報告の承認 

③ 理事及び監事の選任 

6月 23日(水) 

16:00～ 

第 2回 

理事会 

理 事 

監 事 

① 理事長の選定 

② 業務執行理事の選定 

11月 24日（水） 

15:00～ 

第 3回 

理事会 

理 事 

監 事 

① 令和３年度上半期事業活動状況報告 

② 令和３年度上半期理事長・業務執行 

理事の職務執行状況報告 

3月 23日(水） 

15:00～ 

第 4回 

理事会 

理 事 

監 事 

① 令和３年度補正予算の承認 

② 令和４年度事業計画書及び収支予算書

の承認 



３．防災対策 

(1) 消防訓練の実施   

① 夜間想定訓練    ４月２１日（水）午後２：００～ 

② 昼間想定訓練  １０月１３日（水）午後２：００～ 

(2) 防災及び感染症備蓄品の充実  ３日分の食料品、マスク、紙おむつ等を備蓄 

 

４．職員健康診断 

(1) ６月１１日（金） 全職員対象 ストレスチェック同時実施 

※ 介護職員については腰痛健康診断を同時実施 

(2) １２月中旬  介護老人福祉施設介護職員対象 

 

５．令和３年度重点目標 

(1) 人材確保と職員定着 

① ＷＥＢメディアの充実による事業所ＰＲ強化 

求職者の情報収集の手段が、従来の紙媒体からホームページやＳＮＳ等のＷＥＢ

媒体へと移行していることから、スマホやタブレットでの見やすさを優先したプ

ログラムとし、常に最新の情報を提供できるよう見直しを図りたい。 

② 資格取得に関する支援体制の確立 

介護福祉士養成校等の卒業生の減少により、無資格者や未経験者の受入れが増加

する中で、就職後の初任者・実務者研修、介護福祉士等の資格取得のために資金

援助や職免制度等を整備することにより、就職志望者の増加につなげたい。 

③ 外国人採用に向けての受入れ体制の整備 

介護人材不足の対策として技能実習生や留学生の受入れをする施設が増加してい

るが、ここ数年の介護職員の採用状況等から当法人も早急に受入れのための準備

を進め、安定したマンパワーの確保に努めたい。   

(2) 新しい事業様式 

① 感染症予防の徹底 

消毒・マスクの着用・検温・三密回避等の予防策の徹底及びワクチン接種により、

新型コロナウィルス感染症による入所者・利用者の不安感の解消に努めたい。   

② 事業継続計画（ＢＣＰ）による訓練の実施 

施設内に感染症が持ち込まれた場合に備え、事業継続計画（ＢＣＰ）を作成し、 

その内容に沿った研修と訓練により施設内での蔓延防止と早期終息を図りたい。 



③ サービス提供方法の見直し 

今後「ワクチン接種後の新たな生活様式」が発出される可能性も含めて、レクリ

エーションや行事のあり方等サービスの見直しを検討していきたい。    

(3) 主な工事及び備品購入予定（総額５，９６０，０００円円） 

➢ その他 PAS(気中不可開閉器)の更新が見込まれる 

 

６．職員体制（令和３年４月１日現在） 

➢ 通所介護 介護職員：育休復帰１名 看護職員：再雇用延長１名 

➢ 介護老人福祉施設 清掃員：派遣職員１名含む 介護職員：準職員１名欠員  

 

内  容 事 業 種 別 金  額 

第３期 LED照明工事 介護老人・ケア・通所 １，７６０，０００円 

第４期介護ベッド更新 介護老人福祉施設 ２，２００，０００円 

食堂テーブル・イス更新 介護老人福祉施設 １，２００，０００円 

ガス炊飯器・電子レンジ更新 調理室   ８００，０００円 

事業種別 
介護老人 

福祉施設 

ケア 

ハウス 

通所 

介護 

訪問 

介護 

短期 

入所 

居宅介 

護支援 
計 

雇用形態 正 準 正 準 正 準 正 準 正 準 正 準 正 準 

事務員等 5            5 0 

生活相談員 1  1  1        3 0 

看護師等 2 1   0 2    1   2 4 

機能訓練指導員  1   1        1 1 

介護士等 14 4  1 4 5   2 1   19 10 

介護支援専門員 1          4  5 0 

ホームヘルパー       1 4     1 4 

清掃員等  3           0 3 

     計 23 9 1 1 6 7 1 4 2 2 4 0 37 23 



７．事業所別職員研修計画 

 

 
業
種 

月 

介護老人福祉施設 
短期入所生活介護 ケアハウス 通所介護 訪問介護 居宅介護支援 

4月 
喀痰吸引及び 

緊急時対応 

リスクマネジ 

メント① 

倫理及び 

法令遵守 

倫理及び 

法令遵守 
 

5月 
リスクマネジ 

メント① 
感染症予防 

リハビリ機器の

活用と効果 
マナーアップ 

倫理及び 

法令遵守 

6月 
倫理及び法令遵守

個人情報保護 

身体拘束 ZERO 

高齢者虐待防止 

高齢者の 

クラブ活動 
クレーム対応  

7月 
食中毒・衛生管理

及び感染症予防 

倫理及び 

法令遵守 

自立支援に向け

たリハビリ 
感染症対策 

プライバシー 

保護 

8月 
身体拘束 ZERO① 

高齢者虐待防止① 
苦情処理 最新の介護技術 

コミュニケーシ

ョン力の向上 
 

9月 
褥瘡予防と対応 

介護技術 

個人情報/プラ

イバシー保護 

非常災害時 

の対応 
認知症ケア 高齢者虐待防止 

10月 苦情処理 
リスクマネジ 

メント② 

認知機能向上 

のためのレク 

高齢期の身体 

と疾病の理解 
 

11月 
リスクマネジ 

メント② 
認知症ケア 

食中毒及び 

感染症予防 

リスクマネジ 

メント 
感染症対策 

12月 看取り介護 感染症予防 
身体拘束・ 

高齢者虐待防止 
緊急時対応  

1月 感染症予防 
身体拘束 ZERO 

高齢者虐待防止 

個人情報及び 

ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ保護 

個人情報/プラ

イバシー保護 
認知症への対応 

2月 
身体拘束 ZERO② 

高齢者虐待防止② 
緊急時対応 

リスクマネジ 

メント 
高齢者虐待防止  

3月 接遇マナー向上 
サービス向上 

への取組み 

サービス向上 

への取組み 
自己評価と反省 居宅介護支援 



８．事業所別重点目標 

(1)介護老人福祉施設 

① 新型コロナウィルス感染症予防を徹底し、安心して生活できる場を提供する 

② 職員のモチベーションアップを図り、職場定着を推進する 

③ 入所者一人ひとりの個性を尊重し、明るく楽しい生活を送っていただく 

(2)ケアハウス 

① レクリエーションや介護予防の充実により、施設内での生活の活性化を図る 

② 日々の健康状態を正確に把握し、感染症の予防及び早期発見に努める 

③ 入居者とのコミュニケーションを重視し、ストレスや悩み不安の解消に努める 

(3)通所介護 

① 利用者の自立支援に向けた科学的介護の実践（LIFEの導入） 

② クラブ活動やグループレクリエーションによる「通う楽しみづくり」 

③ コロナ下でも安心安全な環境整備と上記により、１日平均２５名の利用を目指す 

(4)訪問介護 

① 利用者に不安感を与えないよう、ヘルパー自らが健康状態の維持に留意する 

② 法人外の居宅介護支援事業所に空き情報等を積極的に発信し、利用者増に努める 

③ 「おもてなし」の精神を持ち、丁寧で心のこもったサービス提供に努める 

(5)短期入所生活介護 

① 感染リスク低減のため、可能な限り頻繁な入退所を避け、入所時は家族も含め健

康状態の把握を十分に行う 

② 個々の「できる力」を尊重し、常に在宅生活を前提とした介護に心がける 

(6)居宅介護支援 

① 介護報酬改定に伴う各事業所の料金体系を把握し、正確なケアプラン作成を行う 

② 各種研修に積極的に参加し、ケアマネジャー個々のスキルアップを図る 

③ 感染症に関する利用者情報の収集に努め、各事業所への２次感染を防止する 


